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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  レーザー光を射出する光源と、該光源を

収容する光学箱と、該光学箱のレーザー光射出口を開閉

するシャッター部材と、を有するレーザー走査装置にお

いて、

前記シャッター部材は前記光学箱の一つの面に回動支点

があり、該回動支点が設けられた面から前記光学箱の角

を跨り他の面まで亘っており、その外周面は曲面になっ

ていることを特徴とするレーザー走査装置。

【請求項２】  前記レーザー走査装置は画像形成装置に

取り付けられるものであり、

前記レーザー走査装置を画像形成装置に取り付けるため

のねじを操作するための開口が前記シャッター部材の曲

面部の一部を使って開閉可能に設けられたことを特徴と

する請求項１に記載のレーザー走査装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、レーザービームプリン

タ又は光読取り装置などのレーザー走査装置において、

その光路上に設けられた危険防止用のレーザービームの

シャッター装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、一般にレーザービームプリンタや

光読取り装置などは、作動中にレーザー光が外部に漏出

しないように装置前面は、フロントドアに蓋閉される。

しかし操作上ペーパージャム（紙詰まり）を除去する場

合や保守、点検の際などメインスイッチの入力中にドア

を開けることが多々ある。このような時は、マイクロス

イッチなどのインターロックスイッチによりドアが開か

れた際、人体に危険をおよぼす可能性のある高圧電源駆
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動部、レーザーなどの入力が電気的に切られるようにな

っている。

【０００３】しかしながら、特にレーザーの場合はフロ

ントドアが開いても、インターロックスイッチが誤動作

してレーザービームが生じた際、たとえ装置に触れてい

なくても、あるいは装置から離れていても目や皮膚に障

害を及ぼす危険があるという問題がある。

【０００４】また、保守点検時においては、インターロ

ックスイッチを故意に働かないようにしてドアを開けた

状態で装置動作の点検を行なう場合がある。このような

場合にも有害なレーザービームや２次的に生じた反射ビ

ームなどが外部に漏れないようにしなければならない。

【０００５】従来のレーザーシャッター機構の一例を図

４，５に示す。現像カートリッジ１０５をプリンター装

置１００に組み込むと、現像カートリッジ１０５の突起

部１０５ａがアクチュエータ部材１０８の第１アーム１

０６を付勢し、第２アーム１０７が回動軸１０７ａを中

心として回動し、アクチュエータ部材１０８のシャッタ

ーが移動して、レーザーユニット１０２から射出される

光ビームＬの遮蔽を解除する。

【０００６】一方、現像カートリッジ１０５を走査光学

装置から引き抜くと、突起１０５ａが第１アーム１０６

の付勢を解除し、引っ張りバネ１０９が第２アーム１０

７を付勢し、第２アーム１０７が回動軸１０７ａを中心

に回転してアクチュエータ部材１０８のシャッターを移

動させてレーザーユニット１０２から射出される光ビー

ムＬを遮蔽する。

【０００７】また、実開昭６１－１７３９４８号公報に

は前扉に連動してレーザー光の光路内にシャッターが出

入りする構成が記載されている。

【０００８】また、従来のレーザーシャッター機構の他

の例を図６に示す。現像カートリッジ１０２をプリンタ

ー装置１００に組み込むと、現像カートリッジ１０２の

突起部１０２－Ａがシャッターアーム部材１１１を回動

させ、シャッター部材１１０をＱ方向に開き上げる構成

である。２００はレーザーシャッター部材１０を敝うカ

バーであり、オペレーターが誤ってシャッター部材１１

０の角部１１０－Ｂ等にふれ、シャッター部材１１０を

開きあげ、オペレーターがレーザー光に被爆することを

防止するものである。

【０００９】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記第

２の従来例ではオペレーターが不用意にシャッター部材

１１０又はアクチュエータ部分に触り、シャッター部材

１１０を誤って開き、オペレーターがレーザー光に被爆

する危険を避けるために、別個に遮蔽カバーが必要にな

る。このため部品点数が増加し、コストアップ、組立性

の悪化、内部スペースの増加等の問題があった。

【００１０】また、上記第１の従来例で示すように現像

カートリッジ１０５の出し入れに伴う力の作用方向を別

の方向の力に変換し、この力を更に別の方向の力に変換

して、シャッター部材１１０を駆動する構成は、動力伝

達部材が多数必要になり、メカ構成が複雑化し、動力が

確実に伝わりにくいという問題があった。

【００１１】本発明は上記した従来技術の課題を解決す

るためになされたもので、その目的とするところは、シ

ャッター移動のための動力の伝達を確実なものとすると

ともに、部品点数の削減を行なうことができるレーザー

走査装置を提供することにある。

【００１２】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、本発明にあっては、レーザー光を射出する光源と、

該光源を収容する光学箱と、該光学箱のレーザー光射出

口を開閉するシャッター部材と、を有するレーザー走査

装置において、前記シャッター部材は前記光学箱の一つ

の面に回動支点があり、該回動支点が設けられた面から

前記光学箱の角を跨り他の面まで亘っており、その外周

面は曲面になっていることを特徴とする。

【００１３】前記レーザー走査装置は画像形成装置に取

り付けられるものであり、前記レーザー走査装置を画像

形成装置に取り付けるためのねじを操作するための開口

が前記シャッター部材の曲面部の一部を使って開閉可能

に設けられたことが好適である。

【００１４】

【作用】上記構成のレーザー走査装置にあっては、シャ

ッター部材は光学箱の一つの面に回動支点があり、回動

支点が設けられた面から光学箱の角を跨り他の面まで亘

っており、その外周面は曲面になっているため、光学箱

の周りの空間を有効利用できる利点を確保しつつ、使用

者がシャッター部材に触れてもシャッター部材が開きに

くくなり安全性も確保できる。

【００１５】また、レーザー走査装置を画像形成装置に

取り付けるためのねじを操作するための開口がシャッタ

ー部材の曲面部の一部を使って開閉可能に設ければ、開

口を閉じることでレーザー光が開口より射出されること

を防止し、シャッター機能を実現しつつ光学箱を小さく

できる。

【００１６】

【実施例】本発明の第１の実施例について図１，２にお

いて説明する。図１に、本発明の実施例であるレーザー

走査装置としての走査光学装置５００のレーザーシャッ

ター装置を示す。

【００１７】１０はシャッター部材であり、レーザー光

Ｌを遮断する機能を有する。１０－１，１０－２は回動

軸であり、走査光学装置５００のカバー１２の取付け溝

に挿入し固定される。回動軸１０－１の周囲には、シャ

ッター部材１０を閉状態方向に付勢する付勢手段として

のねじりコイルばね１３が取付けられており、シャッタ

ー部材１０を矢印Ｎ方向に付勢する。２は現像カートリ

ッジであり、先端にアクチュエータ２－Ａが一体的にと
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＊

＊りつけられている。現像カートリッジ２をプリンター本

体１０００にセットすると、アクチュエータ２－Ａはシ

ャッターアーム１１を矢印Ｐ方向に移動させ、シャッタ

ー部材１０を矢印Ｑ方向に押し開く。

【００１８】シャッターアーム１１は、光学ハウジング

１４に組み込まれており、シャッターアーム１１の回転

軸１１－１の部分にスナップフィット形状をもち、光学

ハウジング１４に固定されている。

【００１９】３は折り返しミラーユニットであり、走査

光学装置５００より射出されたレーザー光Ｌを感光体ド

ラム１に入射させている。図２に示すように、シャッタ

ー部材１０の表面は曲面にて形成されており、不用意に

シャッター部材１０にふれて擦りあげてしまっても、表

面が曲面になっているため滑ってしまい、簡単に開かな

い構造になっている。

【００２０】また、ねじりコイルばね１３の付勢力は、

本走査光学装置５００がいかなる姿勢例えば、走査光学

装置５００を有するプリンター装置あるいは光読取装置

が逆さまに置かれ、本走査光学装置５００が引っくり返

されてもシャッター部材１０がその自重で開放すること

のない様な荷重に設定されている。

【００２１】本発明の第２実施例について、図３におい

て説明する。

【００２２】走査光学装置５００を、プリンター本体１

０００に３点どめで固定する場合、ねじ２０の配置は、

結像レンズ１６から離れた個所に２点、結像レンズ１６

の中央部分に１点で配置するが、取りつけ固定時の光学

ハウジング１４のたわみ変形による影響を最小にする構

成である。

【００２３】上記構成の場合、結像レンズ１６中央部分

のネジ２０は、走査光学装置５００の大きさを最小にす

る必要がある場合、シャッター部材１０の下に配置する

のが好ましい。

【００２４】したがって、上記構成のシャッター部材１

０が組み込まれた走査光学装置５００を、プリンター本

体１０００に組み込む場合、ネジ２０が上方より取りつ

け可能となる開口が必要となるが、この開口があると、

レーザー光Ｌが開口より射出されシャッター機能が実現

できなくなる。

【００２５】１５は、シャッター部材１０の開口をふさ

ぐ小蓋であり、矢印Ｍ方向に回動させることで、シャッ

ター機能を完成させるものである。小蓋１５には、フッ

ク１５－１が２ケ所設けられ、シャッター部材１０とス

ナップフィットし固定される。

【００２６】５０は本体フレームの一部である。シャッ

ター部材１０の両側には、本体フレームと一体の２本の

リブ５０－Ａ，５０－Ｂが設けられている。シャッター

部材１０とリブ５０－Ａ，５０－Ｂの間の隙間は極く僅

かであり、人の手のはいらない構造となっている。また

シャッター部材１０を摘んで持ち上げ開けることもでき

ない。

【００２７】また、シャッター部材１０の下側のリブ１

０－１は本体フレーム５０の壁５０－Ｃに接しており、

シャッター部材１０の下側のリブ１０－１は本体フレー

ム５０より突き出していない。このように構成すること

で、オペレーターが誤ってシャッター部材１０を摘み上

げ、レーザー光に被爆するのを防いでいる。

【００２８】

【発明の効果】以上、説明した様に本発明では、シャッ

ター部材は光学箱の一つの面に回動支点があり、回動支

点が設けられた面から光学箱の角を跨り他の面まで亘っ

ており、その外周面は曲面になっているため、光学箱の

周りの空間を有効利用できる利点を確保しつつ、使用者

がシャッター部材に触れてもシャッター部材が開きにく

くなり安全性も確保できる。

【００２９】また、レーザー走査装置を画像形成装置に

取り付けるためのねじを操作するための開口がシャッタ

ー部材の曲面部の一部を使って開閉可能に設ければ、開

口を閉じることでレーザー光が開口より射出されること

を防止し、シャッター機能を実現しつつ光学箱を小さく

できる。

【図面の簡単な説明】

【図１】図１（ａ）は本発明の一実施例に係るレーザー

走査装置を適用したレーザービームプリンタの平面図で

あり、同図（ｂ）は同図（ａ）のシャッター部材が矢印

Ｎ方向に付勢されている状態を示す側面図であり、同図

（ｃ）は同図（ａ）のシャッター部材が矢印Ｑ方向に押

し開かれた状態を示す側面図である。

【図２】図２は図１のレーザー走査装置の斜視図であ

る。

【図３】図３は本発明の第２実施例に係るレーザー走査

装置の斜視図である。

【図４】図４は従来のレーザー走査装置の一部破断斜視

図である。

【図５】図５は図４のレーザーシャッター装置の平面図

である。

【図６】図６（ａ）は従来のレーザー走査装置を適用し

たレーザービームプリンタの平面図であり、同図（ｂ）

は同図（ａ）のシャッター部材が矢印Ｎ方向に付勢され

ている状態を示す側面図であり、同図（ｃ）は同図

（ａ）のシャッター部材が矢印Ｑ方向に押し開かれた状

態を示す側面図である。

【符号の説明】

１０  シャッター部材（シャッター部）

１１  シャッターアーム

１３  ねじりコイルばね（付勢手段）

１４  光学ハウジング

５００  走査光学装置（レーザー走査装置）
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【図３】

【図４】
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【図６】
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